山口忠利先生のご退職にあたり by 保正, 友子
山口忠利先生のご退職にあたり
社会福祉学科主任保正友子
　本学社会福祉学部社会福祉学科教授・山口忠利先生は，平成28年3月末日をもって，定年の
ご退職を迎えられることになった。ここに山口先生の思い出を振り返り，ご退職の贈る言葉と
　したい。
　山口先生は，郷里の熊本県で高校を卒業された後に，法政大学に進学され，昭和46年に法政
大学大学院社会科学研究科経済学専攻を修了された。その後，三菱総合研究所，日本ドイツ民
主共和国友好協会産業能率短期大学システム開発研究所，大阪短期大学経営情報学科助教授
を経て，平成3年より立正大学短期大学部商経科助教授として赴任された。その後は，平成8
年からの立正大学短期大学部商経科教授を経て，平成10年より立正大学社会福祉学部社会福祉
学科教授として25年間にわたり立正大学でご尽力いただいてきている。その間，平成24年度か
らは社会福祉研究所長を御勤めになられた。先生のご専門は，経済学，社会調査法である。
　山口先生の御経歴で特筆すべきことが2点ある。
　一点目は，平成16年度から18年度までの問，高村弘毅学長のもとで本学副学長と常任理事を
御勤めになられ，施設担当をなさったことである。先生が副学長の任につかれた時期は，平成
14年度に心理学部が設置され，現在の8学部体制がスタートした直後だった。また，現在の熊
谷キャンパスのリニューアルに具体的に着手した時期でもあり，熊谷キャンパスはもちろん，
大学の基礎を築くうえでの様々な御尽力・御苦労がおありであったことと拝察する。
　そして二点目は，平成25年度より本学ラグビー部長に，平成26年度からは女子ラグビーチー
ムであるNPO法人ARUKAS　KUMAGAYAの理事長に就任されたことである。先生の木目細
かい御指導により，ラグビー部員達はチームー丸となり，固い結束力のもとで日々研鐙を積ん
でいる。また，NPO法人ARUKAS　KUMAGAYAは国内初の産官学連携の女子セブンズラグ
ビークラブチームで，2016年のリオデジャネイロオリンピック，2019年に開催の第9回ラグビー
ワールドカップ，2020年の東京でオリンピックに向けて選手を育成するなど，今や日本の女子
ラグビー界を牽引するチームとなっている。これも偏に，先生の御尽力あってのことと考える。
　さて，このように多面的に立正大学で御活躍された山口先生であるが，最後に私個人にとっ
ての先生の思い出を語らせていただきたい。先生とは，社会福祉研究所運営委員会，立正大学
社会福祉学会園芸療法の研究プロジェクト等々でご一緒させていただいた。そのなかで，折々
に先生からは叱咤激励を受けてきた。なかでも印象に残っていることが3点ある。
　一点目は，ある先生が病気療養をした際に，「大丈夫だろうか」と私の研究室に心配な気持
ちを伝えに来られたことである。いつも親分肌で行き届いた心遣いが先生らしい一面だと思っ
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た。二点目は，何かの機会に一緒に帰った時に「君は僕の若い頃と似ている」と言われたこと
である。心の奥に熱いものをたぎらせて，四苦八苦しながら進んでいる姿が，先生の若い頃と
重なり合ったのだろう。そして三点目は，私が初めて学科主任になった平成27年度の学科会議
では，「私の後見人」兼御意見番として，いつも私の隣に座っていただいたことである。毎回
の会議で，先生の存在がとても心強かった。
　そんな先生は3月末で御退職される。山口忠利先生，これまでいろいろとお世話になりまし
た。そして，今後とも，御指導のほどよろしくお願い申し上げます。先生の「一つだけ意見を
言っていいかな」という声を，ぜひこれからも聞かせていただければと思います。
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